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figrilus cyaneoniger E. SAUNDERS ( グロ '
.ナガタマムシ) 、の分布に就 い一t

黑 澤 良 ;彦
AgriI cyaneoniger E. UNDERj, l873( クロナガタマムシ)は北海道, 本州,
四國, .九州の各地に産し對馬及南滿洲力Yらも記録されて居るo私は次に私の知り得
た本種並て:.1:に其の變種 var. cupreoviridis LnwIS, l893 の分布に就いての若干の知

見を記してみたo .

_  ( l ) 一新分布の記録
'

私は曾つて鈴木奉太郎氏の北支那山西省に於ける御採集品を拜見する機會を得た
が、その中に一頭本種と同定すべき標本を見出したので1五に中國山西省を本種の新
分布地として報告するo

AgriIus cyaneoniger E・ SAUNDnl、S, ]873・ クロナガタマムシ -

Jour?. L inn. Soc. Zoo1., London, XT, p 515 ('i873)
産地: 北支那山西省中條山 ,  ( l雌, 10, VI・一1941, 鈴木孝太郎採集) ,
分布: 日本 (北海道, 本州, 四國, 九J・M, 對馬) , 朝鮮, 滿洲, 北支那o
日本産のFi・ cyaneonigerの原型に比較すると翅端の圓味が著しく15、く、且つそ
の幅が甚しく廣い點を異にする力、、 其他の點に;於いては全く原型に一致するo 標本
がi雛一頭だけではあるが、 上記の差異は敢て亜種として區別すべき'必要もあるまい
と思,s o鈴木氏は本種をヵシハ ( ? ) Quercus dentata TIIUNB. の類の葉上に發

見された由であるo
'

( 2) var eupreoviridis L」i:wIs, 1893 の分布に就いて
-LF、、 iSは本變種の産地として單に “northern parts of ・fat?an' ' とのみ記して明確

な地名を舉け,・てないo然しその記載
3
の '‘The hea l and thora are 1 ht aand COppety,

au(l t1、e elytra green''に適合する個体は東北地方に最も 多く見出され、 私の鄕里山形

l
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,縣に於一t-は ど全部が此の變種で原型に相當するものは私は i・数年間に唯の一頭を
得たに過き'ないo然し之が更に北方の北海道産の個体になると、前胸背板は著しく
その赤味を增し美麗な金赤色となって來る力、・ 翅 の色は逆に 色 、著しく 減退

し、 黑味がかつて fl. pseudimitans :MIWA et 01iUJ0, 1 0の記載に一致する個
体が多くなって來るo因みに pseudimitansの cyaneoniger  との相違として舉け-
・ られてある諸基Illは後者、 .国1ら本種の間にも多少の個体變異こそあれ共通するものば
かりで. その相述として残るものは置iかにその色彩の點に;於いてのみであるが、之
も判然と區別出來るものではなく識次var・ cuPreoviridisへ移行して居るo  依って
私は pseudimitans を本種の、 、'ar. cupreoviridis、・よりも更に 地性の一變種と見

做したいo  此のpseudimiians  型は北海道に最も多く見出される力-、. その原産地
が日光である様に、本州でも高所に所々 に産し、曾つ◆ 矢野文彦、竹中英確P的氏が

5)
_

l l

伯者大山力、ら記録された 、'ar. cupreoviridis も此の Pseudimi tans 型であるo 又

九州帝國大學農學部i t 裁學敎室所藏の江崎 三先生及び藤野政雄氏御採集の望f馬産
の本極 (312SiliSt, 2雌雌, ‘_629・ V・1930) 及び自水隆氏御探集の同島産 l雌 (8・ 、,'1-
1941) も全部此の pseudimitans 型と見倣さるべき標本であったo更に以前澤国 .
玄正 より いた北鮮産 (1x進,  成鏡北道tf、-乙 ,4・  VJi :194 L澤田 正氏採集) の

f igrilusの一極' もばiかな差異はあるが, 此の Pseudimitans 型と同定すべき個体で
あったo朝解.からの本種、 cyaneonigerの記路は私の知る範国内 は全く見當らな
いから、多分之が最'f;nの記録た一らふ と思ふo f者浦滿洲からの記?f 唯クロナガタマ

ムシとあるた-けで何れの型か判然としないo '

本種を.整理すれば以下の様になるo

Agrilus cyaneoniger E・ SAUN」_)oRS, 1873 クロナガタマムシ

Agrilus cyaneonigor li. SAUNJ)l那S, Journ. Li:m. Soc. Zoo1., London, X1, p 515 (l873)
分布: 日本 (本州, 四國, 九州), 南i識洲( ? ), 北支那 (新記 )

、'ar. CvPreovi ridis .I E、、'「S, ・i893
Agri lus ey◆neoniger .E. S U、l f)111、1' var. cuj, roovi ridis LEWIS, Jo:nra. I?inn. Soc. Zool.,
.】 ndon, 、、 ':S:IV, p 332 (1S93)
分布: 日本 (;It海通南部, 本州中北部 )、 、

vat'. pseudjrnitarls M「、VA Ct lじl l11T0, l640 _

Agrilus pseudimitans MIWA et CI「UJ0, Nippon no .Kochu, m, pp. o4, 60-61, p1. Vii,
fig 5( l940)
分布: 日本 (北海道, 本州, 對.,3), 朝鮮 (新記、 P)  ,l
'最後に常々 御指導御 重遊を場り居る江崎悌三, 安松京三兩先生を始め標本の御一

惠與, 御貸與を更場つた自水隆, .鈴木i準太郎, 澤国玄正及び矢野文彦諾氏に深基の謝
意を表する次第であるo 、

・ (1946年4月8日)
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1)  名和昆豊研究所分布調 部, 對馬産民a(8); 是最世界, X, p・338 (1906)
2)  名和梅吉, 滿洲i最民‘島Lに就いて; 1昆轟世界, X' p 217 (1:906) 菊池行逆,
湖洲の甲最〔滿 最雜記J; 見解 , I I, pp 6a ~643 ( ｿ34

3) G. 「,ew◆js, 「,、. 「,. S.,On the Buprestidae of Japan; Journ. .1,1】m. Soc. oo1・, 「・ondOn,
XX I V, p332 (1893)

4)  三輪;勇四郎, 中係道夫, 本邦 f・タムシ科の新流及稀種国設,  日本の甲盛,.jm, PP・
54, 60-61, pl. vil, fig 5 (1940)

5)  失野文彦, 行中英準, 大阪府及i其の附近に於けるタマムシ科の 布,  見 界,  VIT,
pp 579-588 (1939)

6)  私l;t矢野文彦氏の御厚意t;:_依り此の記録に用ひられた標本 (1 雌) を 見する事が出來

たo
l /

一

・

キ ン ケ ト  ラ カ ミ キ リ を能勢に採る 、

.1 -

_                後 藤 光 男

Clytus auripilis BATnS は開西附近では大阪府下箕面公園で採集さ_れてゐるに過
きないが私は1943年6 月27日能勢妙見初谷 (大阪府豊能部吉川村 ) にて, 薪上よ
採集した, 北方系要素の一種であるo ,

,
-

Cicindera ovipennis BATES マガタマハンメウの多産地
'

' 横 国 榮 三 郎

新潟縣西蒲原郡峰岡村 (角田山穂) には5 月頃より山地」:帶に本種が大發生する
のが見られ-, 甲競に全然知識のない專ら蝶のみに趣味を有する自分でも, 思は一;一注
意せさ' るを得ない程の發生なので一應報告しますo

、
'

、-_
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2.觸角-は前頭の側一部、 限の前方に附 く

l

-

日本産 Psilocladus 屬のホタル. に就て※
1 10

中 根 猛

( 名古屋帝國大學理學部生物學敎室)  .
On the Japanese Psilocladus (Col. ] aml)yridae).

Takehiko A:KANE.
( 昭和21 年l2月30日受領)

私は少し前についでがあってホタル類の i名を調べてみたことがあるがその際に
ムネクリイ t'ポクルと総するものの色や形がいかにもホタルモドキ科のヒメホタル
モドキに似てゐることを感じたので. その後兩者の原記,ll \を檢討し.  標本を調査し
た結果、 この別一科の兩極名が賀は同一f・重を指すことを認めるに到った。 このことが

今迄見逃されて來、fこのは別科として扱はれてゐたことにもよる力、1, 同時に從來ホタ
・

ル類がとかく專門外の人々によって;調査されたことによると恩はれるo ホタルとし
ての學名は Psilocladus var iolosus Ern・ 01ivicr, 1902. ホタルーt ド キとしてのそれ

はCyphonocerus ruficollis Kiese】1、、-otter,18-,9 であって. 前者の屬はl837年jこ設
定さ 、後者は新 新種として記,t1\  されたもの・で る o私 ( leno ' a I n。ectoruu1 に

よって PsilocIadusの特徴を知るごとが出來たが. そ;「i;1は略ムネクリイロ本一ダルを
屬せしめうるものと考、、られた。 したが-'一て今後この極の學名としてはPsi1oda'dus
ruficollis (Kiesen、、'otter) が用ひ. られるべき.であり, 更にLe、l ls (1_895) によって記

ll定されたC・ marginatus も同様にPsilocladusに屬すべきものと思はオ'る。この屬
からは尚P. Harmandi Ern. 01i、'ior, 1903 が日本産として知られてゐるが、 岡国要
先生の、 模式標本を見られての記事によれは一、印度産である由なので、 一應日本の

ファウナから除外することにしたいo以下この機 に日本産の ~ii, d に就て簡単に
介してぉ< ことにするo .

處でこの甲 を何れの科に屬させるか力、問題になるがFo、、ler の著書によると兩
科は科と しては獨立し得ないとして大きく  (jantl,aridaeの中に・包含して ill科として
扱はれ、 兩1!i科の差異は次の點に ｬI tする様で、 こ、の點からはホタルと考、 -なければ
ならないo

l . 角は頭部背面、又は前頭の実起の基に附き互に近接子る 一………一 …一 Iampyr inae
Dr ii inae

叉、 ;Roit tcr の Fauna (iermanica でも大體同 に、 _Driiidae のfl獨角が相離1t1て附

※本報文を草するに常つて懇切な御指示を1場つた佐藤忠.確先生に深認'の意を表する。
、 ) 本書関覽に際L使宣を興へら;iした京大般'i i部見 準研究室の内国俊郎、安江安宣兩氏に

感謝する。 .
・

、
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く こと、 更に頭部が突出してゐるこ と、 事專節が大きいこと、雌が幼識態であること
等をあげて居り、 ' p北系のものを對 にし一〔、ゐるとは云へ, この種をホタル科に

さしめることを妥當と考へさせるo
Genus PSILOCLAD(」S Blanchard (Lamprocerinao)

Psilocladus Blanchard, Voy d'Orb. 」int. 1837, p l22; Em. ()1ivier, Cen. Ins. 1'、asc,
53, Lampyr idae, 1907, p i t; -一一, Col. Cat. l 'ars 9, Lamnyridae, 1910, p 8.

Cladoceras Kirsch, Bert. .Ent. Zeits. IX, 1865, p 68.
Dr iIolampadius Gornam, Biol. Contr. Amer, Col. Malac. 1S81, p 33.

Cyphonocerus Kiesenwetter, Deutsche nnt. Zeit?. ':SXI「1,1879, p 311; Jirn. 0livier,
(01. Cat. Pars 10, :Ethagophthalmidae, 」)rilidae, 1910, p 8. 、

小腮鬚は文夫で末端節は略卵形で太い。 f ﾕJf Jは l」i  節で毛を密生するo  第l  節は大
きくて稍弧 をなし、第 2節は小さく、 第3 - 10節は略同じで各の基力、 ら同大の2
分枝を出し、長く眞直で毛に被は 、漸次長く又太まって居り、末端節は絲 。前
胸背は半圓形で中央に講を有し、 i i-部隆まり、 後角は通常 く尖り後方へ伸長す

るo附節の末端節は ど完全に前節の葉片から出てゐる。發光器は發達が悪い。  7
順節があり、 雄の尾節は圓く、 面末端節は彎入するo肛門部は大きく長いo雌の
;觸.角分投は短 く、觸jfJ節よりも・長くないo il僅面の末端節は三jlf」で先端は切れ込むo
分布: 中・ 南米、 印度、  日本o

-

日 本 産 の 極 . o) 検 索 表

l (2 )  題は黑組で前胸背は粧禍色、小相板はi i,色アJ 至赤構色。 雄の觸角分使は補々 觸角節

の1倍 ・程度の長さで o r uf i co l lis K iesenwetter

2( l )  組は暗相で前胸背と地軸の線は赤相色。雄の觸 分校は .くて前流の略 2倍の長さ
がある marginatus Lewis

PsjIodadus rufico1lis (Kiesenv、'otter)
f

Cyphonocerus ruf icollis, Kiesw., 1)eutsche .Ent. 「.eits. X 「I I , IS79, p 312; Le ,is.
Ann. Mag. Nat. Hist. (6) XV「, 1S9;), p. 121, pl. VI, f 7;  lirn.  Olivicr, Col.
Cat. Pars 10, :Rhagophthalmidae, 1)riIid、◆e, 1910, p 8; 三輪、日本甲蟲分類,學l l939,
95頁圖 (94頁) 〔ヒメホタル・モドキ〕o

Psilocladus var iolosus,  jirn. 0li、iel・, .Bull. Mus. l llst. Nat. Paris, VIJI, l902,p.
188; - - -, Gen. I ns. Fa・c 53, Jalupyridael 1907, p. ]2;-- - , Col. Cat. Pars9, Lam-
pyridae,1910, p 9; 岡国要、動物 i雜;結 43,1931, P. l 42; 神国、 1-、 タ 'レ 1935,14及び
l33 -137頁, 第VI園版第3 同, 第43-46同 〔ムネクリィロポタル) ; 換間、. 發光動物

,

l9'i3, l l9・◆fl20頁, 第4圖。 (n' svn ) '

黑褐色で光澤稍鈍く、前ll?背は種編色、密に點刻を装ふo 頭部は黑く、  粗點刻を
稍不均様に具、、前頭の は幅廣く平たく凹み、前方は突出し稍隆まり、  中央に縦

- ( 5 ) -
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がある。概角は,??い。前B?lfは長さの2 德の幅があり、 前方は側方より国、??7?に圓
まり、 基都は く3 波;?をなすo後角は?1、,tの隆線を'具へ、後方へ突出し尖つてゐ
る。張く密に點'刻され組造. 中央は縦に幅賢くEL深く を:なすo背部兩側は膨隆し
前方及び側 は平たく、側部と基部は凹んでゐるo小相板は赤褐一 色・ 先端は国ii・
切断?大o上趣は僅かに後方へ がり前 背より少しく幅廣・く・ 約4 の長さあり、

輕く一様に隆まり . 稍 に點刻され、 3 條J)弱い縦の隆線を具へるo迎端は圓ま
るo 部は無く、 先端は資褐色、1ilSiの次末端1量111の先は中央が三jtJに 入し、 f確では
單純でその前節は幅廣く切断 をなすo は福色で部分的に淡色o體長:6 - 8mm.
分布: 日本 (本州、 九州)。 '

PsilbcIadus marginatus (Le、viS) -

/
o、

Cyphonocerus marginatus, Le is, Ann. Mag. Nat. 1「1st. (6) XV「, l895, p i t5
極めてよ^前極に似るが. 暗 色で前 fと上 (基部を除く ) は赤褐の綠を
する。前lf的l fは更に完全にi瓜桝蛯・ W し , 後角部の ﾞ ?の隆線はより著しく 、 .赤色

.
・ '

り, 雄の觸角分枝は前極の約2 倍の長さがあ,るo體長:7.5mm 分布: 日本 (九州:
肥後球磨) - 〔G. Lewisによる〕

Psilocladus Harmandi I、m. 0liviel'
PsilocIadus Harmandi, l rn. 01ivier, .Bull. Mus. 1Iist. Nat. 1)aris, IX, 1903, p.

19;-----, Gen. 「nf. Faac 53, 「,ampyridae, 1907, p. 12; -----, Col. Cat. l'ars 9, Lannp-
yridae, 1910, p 9.

長形で編色・ 前胸・ 小福 ・ .ト_翅',i赤禍o前lf @は構位で前方換まり国まって居
り. 基部は直線切斷状、、密に・9ｲE・;l大に點刻,され、中央に縦 ｸ,を有する
小編.販は鈍三角形で里?刻される。 _l::_趣は密に械'光? に點刻され弱い 3 條の縦隆線を

具・'、、るo體長6mm 〔Ern. 0Ii、・ierによる〕分布: 印度 ( 日本よりの記録は誤) o

参 ,考 文 献
,

、l .

Kir 'ch, Th. : Beitrage ・,.ur I(afer fauna yon Bogota. Bert nnt. Zeit:schr. I X, l865.
、 、

'

Kiesenwetter, 11. : CoIeoptera Japoniae co1leota a Domino Lew is et a li is. 「)eutsohe

Ent. Zei tschr. 'X_XI I「, 】879.
Lewis, G. : On the 1、ascillidae and .、「alacodernColeoptera of Japan. Al、n. M◆g. Nat.

Hi v.  (6)  XV「 ,1895 '

.

OIiviel・, M. !1:rn. : Coleopteres 「ampyrides recueilIis aux environ do T ok io (Japon).
1lul l. Mus. 1i ist. Nat. Paris, 1902. '

2) !' rn・ Olivier の Col・ ( :at. Drilidae の中には本穂名が載つて い。 恐らく書き落L
か見落 しだと思はれる。 ・ f
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一--: (,016opttres lampyrides capture? a Dardjilling. Bull. Mu・, :Hist. Nat 、Pa'is,
' 1903. '

-----: Gencra l neectorum dir iges par i '. Wytsman. Faso. ll3. Coleoptera. Farn. Lam-
pyr idae. 1007. .

-----; (,oleopterorum Catalogus auspiciis et aux lilo W. Junk, editus a S. Sol」lenkling.
、

'

1'ars 9 i41np i dae. 191C: 1)ars 10 R,hagophthalmidae, DriIidae. 1910. .

lieitter, 11dm.  Fauna Germani(a. 「)ie Kafer dos 」)cut・ebon Reit・he・. l l「 Bd. 191】.
「'owler, W : W. The Fauna of B-itish :「ndia, i:ncluding Ceylo:n and .Burma. Coleopt-

、 ・

.
' l ' - -

・
l

lera. General inhoduct ion and ( !andel!dae and Paufsidae. 1912.

岡国要 : 本邦産鑽 名の考察.動物學雜誌 43, 1931. ・ ,

識国左京 : ホタル・ 1935. 、

・
_ 、、

三輪:勇四郎 : '日本甲豊分類學、 l 938.
●'

間文一 : 班光動物・ l943.

. シワ. i;' ガキマ◆、 !l の學名
.

中 根 :孟 彦
. ' 、

最近、大澤省三君が和歌山j縣新宮附近で採集されたシワナガキマハリを持参され
たので極名 べてみる機會を得たが、その結果、從來圖鑑にあらはれたStrongy
tium scnenklingi (_ielJien(Arch f. Naturg79 Jg. l913 (1914), A,9, ;P48) に當
るものは全く別の l3mm・ 内外の?、形観であって、 シ ナガキマ,、リはS・ iaPanum
Mar?- l (Ann. Soc. Ent .France, l816, p 320) に當るものであること、を知つたo -
方、三輪 1士は 灣産のものをS. sinuati Penne MI?、'a(Zool. ;Mag・ Tokyo, 51, l939
,p・414, .f 4) として記 されて居り,・ jaPanum と比べて “much larger body,
more bright℃of(,ur and-relat!vely lst inct clytral sculpture '' を持ち . 體長が20mm
をこえること (21 -25mm) を示されたo しがし日本産のものも 20mm をこえる様
であるし (新富産21mm, 力a藤正世氏力、 四國の,, ｳ尊で採集されたものは による

と 21・5mmであり, 一方要灣産でも力11.盛,氏又は平山氏の圖鑑より算定すると20mm
位で全然變らない),  _上地の條虱u等は多分に相對的なもので る故,   私としては
亞々極として殘しぅるものではなからぅかと考へてゐるo以上シワナガキマハリの
學名と本州にも分.布する事資をのべ、漢・簽産の に言及した。 . i申谷・ 安立兩

氏が甲遍圖譜に示されたウスイローi ミムシダマシは全然 laPanum とはちがつたも

のであ,るo 、

- ( :ll ) -
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甲識2 種の觸角 型 に就 い て

東 勝 公

筆者は本小文に於いて最近得た甲識2 極の觸角略型に就い
く、稿を草するに営り種 御々数示に與つた大 -

正文氏に深甚の識意を表する。

1) Lypropssinensis Mmeul t二ゲプト コ' ミム

シダマシ 〔f ig. 1〕 、
畸型部: 左觸角- .

晴型・;l大態: 略型觸角第3 節は右觸角同節に比

し少 しく短かく第7 節は?l't小である、第8 節は
極度に小且つ扁平にして第7 節の左上側に附着
し第9, 10節は脱落し第11節は右觸角同節の約半
分の長さを特つ、  〔f l9. 參照) .

全長 : 15mm 〔正常觸角は約3mm〕 1 -

採集日: 5-lu-l946 〔石川, p能美部LLt上村上開
發〕

2〕 Allecula fuliginosa Maklin オホクチキム
シ ,

1畸型部 : 右觸角 ・

-

時型 態: 第 l, 2, 3 4 節は何等正常觸角と異

ならないが第5 節の先端に第6 節の中央部lb一、有
り且つ第5,6 節共正常觸角に比し凬短かく  太
い。 第7 節は稍太い他異常を認められないが第

て簡單に記載 して置

V川

全長: 5.5mm 〔正常觸角は10mm〕
探集日: 24-15-1946 〔石川1 ﾛ能美那山上村辰ロ〕

v

lV -

8節は 恰かも末節の如く稍太く先端黑色を帶ぶ。 第9, 10,l l節は之を缺く。

Vli

〔附記〕  1〕は維木林中の豊i,, イ ( 多分ナライ力' フシ) 上よ り2) は稍積iちかけた杉の樹皮下に
多般と越各中を採集 、_'t:_のである何れも難者保存中。 - 17-V「一l946ヨi i -

- ( 8 ) -


